
（15)　　あいづばんげ 議 会だより第 203 号・令 和 ３ 年 10 月 25 日発行  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

◆特別委員会
　常に設置されている常任委員会に対し、必要のある場合や特定のことを審査するた
めに設置される委員会のことをいいます。当町議会では、予算特別委員会や決算特別
委員会、広報広聴特別委員会、議会改革特別委員会、行財政改革検討特別委員会があ
ります。
◆議会閉会中の継続審査・継続調査
　会期中に議案などの審査を終了することが困難な場合に、議会の議決によって、会
期が終了した閉会後も、引き続いて委員会で審査及び調査を行うことです。

　８月17日（金）午後１時30分から議場にお
いて、議員研修会を開催しました。
　今回も関西学院大学教授の小西砂千夫氏を講
師にお招きし感染対策を徹底した中で開催しま
した。
　『会津坂下町の財政状況と町議会としての取
り組みについて』と題し講演をいただきました。
　国の方向性を精査した中での地方財政の分析
がなされており、「会津坂下町の財政状況は、
自動操縦状態から着地への検討時期にあり、大
変重要な時期にきている」と言われました。
　今後も町民を代表する議事機関（議会）として、議員一人ひとりの役割を十分認識し、行政を監視す
るとともに重要な施策を討議及び立案していきます。

議員研修会（令和３年８月１７日開催）

2 期 8 年間
お疲れさまでした

　　　　　　　　　将来を見据え、町民皆様方が
　　　　　　　　いきいきと生活できる「やっぱ
　　　　　　　　り“ばんげ”がいい！～住み続け
　　　　　　　　たい、やりたい事があふれるま
ち～」の実現に向け、古川町長が掲げている「新
しいまちづくりの推進」「人づくり・少子化対策
支援」「産業のさらなる振興」「健康づくり」の
４本の柱を基本に置き、住民の目線に立って、こ
れまでの行政経験を最大限に生かし、町長の補佐
役としての使命感に徹し、その職務に専心する決
意であります。

　現在まで私が基本としてきた
ことは、町民満足度と財政出動
の両者を鑑み、よりベターにそ
してよりベストにということで事業等の進捗を考
えてきました。財政が厳しくとも、町民に不安を
与えないことが私たちの責務であり、後年度にお
いても責任が持てる執行で、安心を提供していく
ことが使命と考えます。これまでご指導・ご支援
をいただきました議員の皆様をはじめ、多くの町
民の皆様に心から感謝とお礼を申し上げます。

第４回臨時会（令和 3 年 8 月 20 日開催）
『副町長の選任につき同意を求めることについて』

賛成多数で同意
今後のご活躍を
期待しています

新副町長
板 橋 正 良 氏

日 下      亮 氏

議員研修会の様子

教えて！議会のことば
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藤田　泉さん
（上町）
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小林純一さん
（片門）

外で思いっきり
体を動かしたい！

令和３年第４回定例会は、１２月２日（木）から１２月１０日（金）までの会期（予定）
です。一般質問は１２月６日（月）、７日（火）午前１０時開会予定です。
傍聴にぜひお越しください。傍聴の際はマスクの着用をお願いいたします。

次回定例会のご案内

伝統は後世に
     残すべき！！


